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“王鰈マツカワ”ブランド化の取り組み
平成18年からえりも以西太平洋海域で大量放流

が行われているマツカワの漁獲量が順調に伸びて

います。えりも以西栽培漁業振興推進協議会では、

“王鰈マツカワ”のブランド価値向上のための取り

組みを進めています。“王鰈”の定義として、えりも

以西太平洋海域で漁獲される全長35cm以上のマ

ツカワとし、特に活魚や活〆したものには産地名、

処理方法等を表示した専用タグを付けることにして

います。平成20年秋には、「道水産物販売促進キャ

ンペーン」や食材商談会「繁盛店の扉フェア」に出

品するなど、消費者や飲食店関係者に“王鰈マツカ

ワ”ブランドをアピールし、好評を得ていました。



新年あけましておめでとうございます。
漁業者はじめ漁協や系統団体、また市町村など
会員の皆様、さらに国や道など関係機関の方々に
対しまして心から新春のお慶びを申し上げます。
さて、昨年を振り返りますと、燃油の異常な

高騰が漁業経営へ大きな打撃を与える中、道南
や日本海南部でのイカ漁の不振や、秋サケ親魚
の遡上不振、あるいは日本海でのホタテガイの
採苗不振など、不振という言葉が随所で聞こえ
た年でした。本年は、是非とも、不振などとい
う言葉があちこちで聞かれない年になってほし
いものと思っております。
ところで、昨年はマツカワの水揚げが急速に

伸びて、一部日本海でも漁獲されたと聞いてお
ります。「えりも以西協議会」のマツカワ増殖
への熱意を受け、平成１８年度からマツカワの
種苗生産事業に取り組んで参りました私ども公
社はもとより、放流に際していろいろお手伝い
を頂いた水試や水産技術普及指導所、また市町
村、そして協議会の関係の皆様にとりましては、
予想以上に早いスピードでマツカワの種苗放流
が資源増大に結びついていることを実感するこ
とが出来、大変喜ばしいことでありました。
しかし、その一方で、事業化の期待が大きい

ナマコにつきましては、一昨年から道の委託を
受け大量種苗生産試験に取り組んでおります
が、昨年は天敵であるシオダマリミジンコの食
害に遭い、残念ながら、関係者の期待に応える
には程遠い結果に終わったところであります。
このように、ナマコに関しましてはシオダマリ
ミジンコ対策など解決すべき課題も多く、水試
はもとより、いろいろお手伝いを頂いている地
元町村や漁協、さらには水産技術普及指導所な
ど関係の皆様の御指導のもと、さらなる努力が
必要なものと考えております。
食糧自給率や食の安全が言われる時代にあっ

て、栽培漁業は将来にわたり非常に大切な事業

であります。サケ・マス、ホタテガイ、コンブ
はもとより、ヒラメ、マツカワ、ニシンなど作
り育てることが出来る資源増大事業は、資源管
理と併せて将来に亘って、その技術を伝えなが
ら引き継がれて行くべきものと認識するところ
であります。
このような中、私ども公社にとって、今非常

に厳しい現実があります。つまり、法人に関す
る三つの法律が整備され、特に公益法人として
今後とも存続するためには、これら法律の定め
によってクリアーすべきとされる問題が沢山あ
り、目下この「公益法人改革」をどう乗り切っ
て行くかが大きな課題となっております。加え
て、公社の経営基盤の柱である調査設計事業も、
公益法人改革がそうであるように、国の構造改
革の余波を受けて、開発局や道からの受注が伸
び悩むなど、これまた厳しい情勢にあります。
このため、これまでどおりの経営を続けていて
は経営が立ち行かなくなる虞もあるものと考え
ており、今後につきましては、これまでの考え
方から一歩も二歩も踏み出して、相当の経営努
力を行って行くことが必要なものと認識する次
第であります。
とは言え、公社の使命は何といっても漁村の

健全な発展と道民への安定した食糧の供給を基
本的な役割とする種苗生産事業を行って行くこ
とであります。今後とも、ヒラメ、マツカワは
もとより、期待が大きいナマコなど、今後とも
出来る限りの努力を行って参る所存ですので、
全道の漁業者をはじめ会員の皆様におかれまし
ては、公社の役割や現状について一層御理解を
頂きますとともに、今後とも何かとお力添え頂
きますよう宜しくお願い申し上げるところであ
ります。
最後に、皆様にとって新年が御多幸でありま

すよう、そして浜が大漁によって潤いますこと
を心から御祈念し、年頭の御挨拶といたします。

栽培漁業を通じて地域社会の
健全な発展と道民への安定した

食糧の供給をめざして！
社団法人 北海道栽培漁業振興公社

会長理事 杉森　　隆

西暦　2009年
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海産魚類の多くは、天然海域

でふ化から２か月も経たないう

ちに生残率は、１％以下となり

ます。そこで、ふ化仔魚を陸上

水槽で保護しながら育て、生残

率を20～50％まで高めてから

放流や養殖ができれば、対象魚

の生産増大が可能になるという

考えのもと、種苗生産が行われ

ています。

効率の良い種苗生産を行うた

めには、生残率を20％以上に

保ち、なおかつ異常魚の出現が

少なくなるようにする技術の確

立が必要とされています。種苗

生産で出現する異常魚には、図

１のようなものがあります。こ

れらの異常の発生には、水温や

底質などの環境要因から餌料中

の栄養素まで様々な原因が考え

られます。

本稿では、これまでに明らか

にされている、餌料中の栄養素

と異常魚出現に関する知見を基

に、魚類の種苗生産における餌

料の栄養条件について、整理し

てみたいと思います。

ヒトでは、ドコサヘキサエン

酸（DHA）やエイコサペンタエ

ン酸（EPA）に、頭の回転を良

くしたり、血液をサラサラにす

るなどの効果があることが知ら

れています。これらは、サンマ

などの青魚に多く含まれ、n-3

高度不飽和脂肪酸（n-3HUFA）

の２大成分です。

DHAは、海産魚類の種苗生

産においても仔稚魚の生残や成

長に大きく関係し、必要量（図

２）を満たしていないと死亡し

たり、成長が遅くなることが分

かっております。また、ヒラメ

やカレイ類の体色や眼位の異常

を防ぐ効果や、ブリの遊泳行動

を正常化する作用もあることが

知られています。さらにミルク

フィッシュ（サバヒー）という魚

のえらぶたの異常を防ぐ効果も

認められています。

このようにDHAは多くの魚

類で必須栄養素ですが、種苗生

産で主要餌料となっているシオ

ミズツボワムシ（以下ワムシ）

やアルテミアには含まれていま

せん。そのため種苗生産機関で

は、市販栄養強化剤を用いて餌

料に対するDHAの栄養強化

（以下強化）が行われています。

しかし、それでもなお、毎年、

各事業場から生残率の低下や異図1 種苗生産で生じる異常の代表例

魚類種苗生産における
餌料の栄養条件

北海道立栽培水産試験場　調査研究部

研究職員　佐　藤　敦　一

今月の
講　座

栽培漁業公社紙上大学栽培漁業公社紙上大学栽培漁業公社紙上大学栽培漁業公社紙上大学

はじめに

生残、成長、形態
形成に不可欠な
DHAとEPA
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常魚の出現について報告されま

すが、なぜなのでしょうか？

最近の研究で、ワムシの生理

状態によってDHAなどのn-

3HUFAの取り込み量が異なる

ことが分かりました。

すなわち、植え継ぎ培養の対

数増殖期（日間増殖率が50％

程度の時期）を過ぎて、増殖が

停滞したワムシにDHA強化を

施しても、予定した強化量に達

しない場合があることが明らか

にされました。したがって、ワ

ムシにきちんとDHAを取り込

ませるためには、強化する際の

ワムシの増殖状況に注意が必要

です。

アルテミアは、ワムシと異な

り、DHA強化をしても、アル

テミアの体内でドコサペンタエ

ン酸（DPA）やエイコサペンタ

エン酸（EPA）に、さらにはエ

ネルギー源に変換するという、

DHAの短鎖化（レトロコンバー

ジョン）が生じやすいことが知

られています（図３）。したが

って、アルテミアでは、強化を

したつもりでも、DHAの必要

量を満たしていないケースがあ

ると考えられます。

またアルテミアは、産地が異

なるだけで種苗生産成績に影響

することが知られています。例

えば、ブラジル産のアルテミア

は、種苗生産で通常使用されて

いる北米産のアルテミアと比較

して、顕著にヒラメ・マガレ

イ・ホシガレイの形態異常を引

き起こすことが分かっていま

す。

近年、北米産のアルテミアは

漁獲量が減少し、それ以外の産

地のアルテミアも多く販売され

るようになりました。しかし、

これらのアルテミア中にどの程

度強化できるか、レトロコンバ

ージョンの度合いなど栄養条件

については、まだあまり調べら

れていません。

これらのことから、餌料とし

て用いるワムシやアルテミアで

は、DHAが設定どおり強化さ

れているかどうかのチェックが

必要と考えられます。

前述のとおり、DHAの必要

量はヒラメ、マダイ、ブリとい

った養殖がさかんな魚種で調べ

られ（図２）、この結果を基に

市販栄養強化剤は製造され、標

準的な使用法が定められていま

す。しかし、最近の研究で

DHAの必要量が、これらの魚

種と異なるものが存在すること

が分かりました。

生残、成長、形態正常率を指

標に、マガレイの発育段階ごと

にDHA必要量を詳細に調べて

みました（図４、５）。すると、

マガレイの場合、ワムシ給餌期

では約0.6%程度のDHA強化で

十分であり、3.3%DHA強化す

ると、大量斃死してしまうこと

が分かりました（図６）。これ

は、この時期にあまりDHAを

強化できないことを示しており

ます。ところが、このような特

性は、15日齢くらいまでで、

それ以降のワムシおよびアルテ

ミア併用給餌期になると、稚魚

になるまでは、DHAの必要量

がワムシ給餌期の約３～５倍に

増加することが明らかとなりま

した（図４）。

栽培漁業公社紙上大学栽培漁業公社紙上大学栽培漁業公社紙上大学栽培漁業公社紙上大学

図2 アルテミア給餌期の海産魚類のDHA必要量
（％ 乾燥重量換算）（Takeuchi 2001 改変）

餌料に対するDHA
強化の難しさ

メーカー推奨のDHA
強化量が種苗生産成
績を悪くするケース

図3 アルテミアによる
DHAの短鎖化現象
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栽培漁業公社紙上大学栽培漁業公社紙上大学栽培漁業公社紙上大学栽培漁業公社紙上大学学

図4 マガレイのDHA必要量の変化

図5 マガレイの形態正常率と餌料のDHA強化レベル

図6 ワムシ単独給餌期のマガレイの生残に及ぼすDHAの影響

ワムシ中のDHA含量 アルテミア中のDHA含量
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このように魚種によっては、

メーカー推奨の標準的なDHA

強化を行うことで、種苗生産成

績を悪くすることもあります。

したがって、対象種の必要性に

応じて、餌料のDHA強化レベ

ルを調整することが重要と考え

られます。

これまで述べてきたマガレイ

では、体色異常の防除にDHA

の方がEPAよりも強く関与して

います。ところが同じカレイ類

でも、ヨーロッパに生息するセ

ネガルガレイの体色正常率に

は、DHAよりもEPAが関係し

ていることが明らかにされまし

た。このことは、魚種によって

必要とするn-3HUFAが異なっ

ていることを示しています。

したがって、今後新たな魚種

の種苗生産を行う場合、対象魚

のDHAやEPAの必要量につい

てしっかり検討しなければなら

ないと考えられます。

以上のことから、各事業場で

生残率の低下や異常魚がみられ

た場合、餌料中のDHAやEPA

に着目してみると、以下の三つ

の可能性が考えられます。

①　生物餌料のn - 3 H U F A

取り込み不足。

②　成長段階に応じて、適量

強化された餌料が給餌さ

れていない。

③　魚種ごとのDHAやEPA

の必要量に適していない。

ここまで、DHAを中心に栄

養素と異常出現の関係について

述べてきましたが、魚にとって

必要な栄養素はn-3HUFAだけ

ではありません。今回は、紙面

の都合で全てを詳しく紹介する

ことはできませんが、最近注目

されている栄養素について簡単

に触れておきます。

ビタミンAは、ヒラメやマコ

ガレイで白化防止効果があるこ

とが明らかにされて以来、種苗

生産の現場で強化がされるよう

になりました。しかし、同時に

骨異常が出現するようになりま

した。後の多くの研究で、生物

餌料をビタミンＡで過剰強化す

ると体内でレチノイン酸に代謝

され、これがヒラメの骨異常を

引き起こしていることが証明さ

れました。

また、レチノイン酸がヒラメ

の異常出現におよぼす影響は、

成長段階によって異なり、体長

5.5～8.3㎜の仔魚に与えると

上顎や担鰭骨の形成不全を引き

起こし、9.2～10.3㎜の仔魚

では両面有色の黒化を引き起こ

すことも報告されています。

このため現在、生物餌料への

ビ タ ミ ン A の 添 加 量 は

2,000IU/L以下にすることが

推奨されています。

ヒラメやカレイ類の種苗生産

の現場で「体色異常は減ったが、

骨異常が増加した。」といった

現象が観察された場合は、まず

は使用されている餌料中のビタ

ミンＡ含量やレチノイン酸含量

について検討する必要があるか

もしれません。

タウリンは、スタミナドリン

クにも入っていて、最近精力的

に研究されている遊離アミノ酸

の一つです。タウリンは、ヒラ

メやマダイをはじめ多くの魚種

栽培漁業公社紙上大学栽培漁業公社紙上大学栽培漁業公社紙上大学栽培漁業公社紙上大学

EPAの方がDHAより
も重要な魚も存在

骨異常と関係する
ビタミンA

成長を促進する
効果があるタウリン

図7 ハタハタ稚魚の成長におよぼすイカゴロエキスの影響
（＜は、大小の方向性）
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の成長を良くする、敏捷性を天

然魚に近づける、体表の明度を

改善する、摂餌を促進するとい

った効果が認められています。

ヒラメやマダイ稚魚では、配合

飼料中のタウリン含量の約5倍

を必要とすることが明らかにさ

れています。

当水試でも、タウリンが多く

含まれるイカゴロエキスをハタ

ハタ稚魚（体長17.5㎜、飼育日

数75日間）、キツネメバル稚魚

（体長98.4㎜、体重21.2g、飼

育日数56日間）に与えてみまし

た。そうしたところ、配合飼料

にイカゴロエキスを添加した区

は、無添加区よりも成長が良い

という結果を得ることができま

した（図７、図８）。これらの

ことから、ハタハタやキツネメ

バルもヒラメやマダイと同様

に、タウリン強化によって成長

促進がなされる可能性が考えら

れました。ただし、イカゴロエ

キス中には、タウリン以外のア

ミノ酸なども含まれており、こ

れらの結果がタウリンだけのも

のかどうかは、今後検討する必

要があります。

飼料中のタウリンによる成長

促進がなされれば、将来的には

種苗生産コストの低減にも貢献

できるかもしれません。今後、

ハタハタやキツネメバルも含め

てタウリン必要量が知られてい

ない魚種について研究を進める

ことが重要と考えられます。

最近、アラキドン酸という高

度不飽和脂肪酸やビタミンE

が、ヒラメやウナギ親魚の卵質

を改善するということが報告さ

れました。

先に述べましたn-3HUFAを

親魚に与えると、ふ化仔魚の奇

形が少なくなったり、活力が高

くなるといった効果があること

が知られています。しかし、

n-3HUFAが過剰に含まれた飼

料をヒラメ親魚に給餌すると、

逆にふ化仔魚の奇形率が高くな

ったり、初期生残の低下が生じ

るため、投与量を調整すること

も重要とされています。

今後も親魚の卵質への栄養素

の関わりが、一層明らかにされ

てくると考えられます。

今回は、海産魚類にとって不

可欠な栄養素であるDHAを中

心として、ビタミンＡ、タウリ

ンに焦点をあてました。この他

にも亜鉛などのミネラル、リン

脂質、水溶性ビタミン等、海産

魚類にとって重要な栄養素が多

数報告されています。

一方、魚類種苗生産における

異常の発生要因は、冒頭で触れ

たとおり、水温や底質といった

環境要因をはじめ様々な要素が

絡み合っていると考えられます

ので、餌料の改善だけですべて

の問題を解決できるわけではあ

りません。しかし、餌料の栄養

条件が、対象種の必要性に対応

しているかどうかを確認できれ

ば、要因を効率的に絞り込むこ

とができます。

以上のことから、餌料の栄養

条件について、魚種ごとに必要

量や給餌時期等をこまかく検討

していくことは、種苗生産技術

の改善に不可欠だと考えられま

す。また、餌料の栄養条件は、

魚類だけではなく、甲殻類や貝

類の生残や成長などにも深く関

係することが報告されていま

す。これまでは、魚類を中心に

研究が行われてきましたが、今

後は魚介類全般に渡って、餌料

の栄養条件について研究を進め

ていく必要があると思います。

栽培漁業公社紙上大学栽培漁業公社紙上大学栽培漁業公社紙上大学栽培漁業公社紙上大学

最後に

親魚の卵質に
影響する栄養素

図8 キツネメバル稚魚の成長におよぼすイカゴロエキスの影響
（＜は、大小の方向性）
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歯舞漁協の漁業後継者、福士栄

太さんの実家は、父親がサケ・マス

流し網とサンマ棒受け網を、祖父

がサケ定置網漁業を営んでいて、

福士さんはサケ定置網漁業を手伝

っています。家を継ぐ気がなかっ

た福士さんは地元を離れ、札幌に

ある大学付属高校へ進学し、関西

の大学で経営学を学びました。

「そのまま向こうで就職するつ

もりでしたが、大学3年のときに

初めて父から漁師ってどういう仕

事かを詳しく聞き、男はオレ一人

だし、その道も良いかなと思うよ

うになりました。浜のことは何一

つ知らなかったので不安もありま

したが、漁業研修所というところ

があって半年で船の資格や必要な

ものが取れ、漁業の基本的なこと

を学べると知り、決心しました」

特に、もやい結びやいぼ結び、

さつまなどのロープワークを学べ

て良かったと言います。

「基本を知っていると応用が利

きます。漁師の仕事は見て覚えろ

という職場なので助かりました」

初めて網起こしに行ったときは

感動したそうです。

「魚の数とでかさにすごいなと

驚きました。仕事が面白いです。

まだ一年目ですが、辛いと思った

ことはありません。定置はシンプ

ルな漁業形態だと思っていたので

すが、複雑な部分もあって奥が深

いです」

この道に進んだからには船頭を

目指そうと心に決めています。

「まずは腕と知識を身につけて

できるだけ早く一人前になりたい

です。そこからさらに経験を積んで

何十年かかるか分かりませんが、

いつかは船頭にと思っています」

将来を見据え、目標に向かって

まっすぐ歩んでいます。

歯舞漁協

福士　栄太さ
ん

いつかは船頭に


